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後
期
高
齢
者
歯
科
健
診

実
施
の
お
知
ら
せ

　

虫
歯
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
と
と
も
に
、
歯
磨
き
指
導
な

ど
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
口
の

中
の
環
境
を
改
善
し
、
誤ご

え
ん嚥
（
食

べ
物
や
異
物
を
気
管
内
に
飲
み
込

ん
で
し
ま
う
こ
と
）
に
よ
る
肺
炎

な
ど
、
高
齢
者
の
方
に
多
く
発
生

す
る
病
気
の
予
防
の
き
っ
か
け
作

り
を
目
的
と
し
て
、
後
期
高
齢
者

歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　

昭
和
14
年
4
月
1
日
～

　

昭
和
15
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
の
方
へ
8
月
上
旬
に　

　
「
歯
科
健
診
の
ご
案
内
」
な
ど

　

の
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

受
診
期
間　

9
月
1
日
㈫
～
11
月

　

30
日
㈪

※
受
診
前
に
医
療
機
関
へ
の
予
約

　

が
必
要
で
す
。

受
診
先　

県
内
の
歯
科
医
療
機
関

※
一
部
実
施
し
な
い
医
療
機
関
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
送
付
書
類
で

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
診
内
容　

口
腔
診
断
、歯
周
病
・

　

口
腔
衛
生
診
断
、
嚥え

ん
げ下
（
食
べ

　

物
を
飲
み
込
む
）
機
能
の
検
査

持
ち
物　

送
付
書
類
一
式
、
被
保

　

険
者
証

費
　
用　

無
料　

※
健
診
の
結
果
、
治
療
の
必
要
が

　

あ
る
場
合
は
別
途
治
療
費
が
か

　

か
り
ま
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
応
援
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
期

ま
で
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
応
援

手
当
」
を
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、

妊
婦
の
方
の
精
神
的
負
担
を
軽
減

児
童
扶
養
手
当
制
度

■
現
況
届
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
毎
年
「
現
況
届
」
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
手
当
を

受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
８
月

以
降
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
８
月
３
日

㈪
～
31
日
㈪
ま
で
の
期
間
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
認
定
請
求
の
手
続
き
は
お
済
み

　
で
す
か
？

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の
支
給

要
件
に
該
当
す
る
、
18
歳
（
心
身

に
お
お
む
ね
中
度
以
上
の
障
が
い

が
あ
る
時
は
20
歳
未
満
）
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
父
母
・
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
手
当
の
請
求
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
子
ど
も
課
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件

◦
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

◦
父
ま
た
は
母
が
死
亡
ま
た
は
生

　

死
不
明
の
児
童

で
き
る
よ
う
相
談
支
援
も
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

次
の
①
・
②
の
い
ず
れ

　

に
も
該
当
す
る
方 

①
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
お

　

い
て
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、

　

妊
娠
16
週
を
迎
え
た
妊
婦
の
方

②
出
産
予
定
日
に
お
い
て
、
市
内

　

に
住
所
を
有
す
る
見
込
み
で
あ

　

る
妊
婦
の
方

※
経
過
措
置（
平
成
27
年
度
限
り
）

　

と
し
て
、
平
成
27
年
３
月
31
日

　

現
在
に
お
い
て
、
妊
娠
17
週
以

　

上
の
妊
婦
の
方
も
助
成
の
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

支
給
額

　

胎
児
１
人
に
つ
き　

１
万
円

申
請
方
法　

滑
川
市
マ
タ
ニ
テ
ィ

　

マ
マ
応
援
手
当
申
請
書
、
母
子

　

手
帳
、
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不

　

可
）、
本
人
と
確
認
で
き
る
身

　

分
証
明
書
を
市
民
健
康
セ
ン
タ

　

ー
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
以
外
の
方
が
代
理
で
申

　

請
さ
れ
る
場
合
は
委
任
状
お
よ

　

び
代
理
人
本
人
の
身
分
証
明
書

　

が
必
要
で
す
。

申
請
期
間　

妊
娠
16
週
を
迎
え
た

　

日
か
ら
出
産
予
定
日
の
前
日
ま
で

※
平
成
27
年
３
月
31
日
時
点
で
既

　

に
母
子
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

　

る
方
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
16
週

　

を
迎
え
た
日
か
ら
出
産
後
６
カ

　

月
以
内

◦
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

　

の
状
態
に
あ
る
児
童

◦
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄

　

さ
れ
て
い
る
児
童

◦
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

　

Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

◦
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

　

さ
れ
て
い
る
児
童

◦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

　

児
童

▼
問
合
せ
先

　

子
ど
も
課
（
内
線
３
２
５
）

▼
問
合
せ
先

　

富
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合

　

☎
４
６
５
‐
７
５
０
４

○個人情報事務の取扱件数　（平成27年７月１日現在）

所 属 名
平成 27 年度

件 数
平成 26 年度

件 数
増 減

（※１） 増減理由 内 容
変 更

議会事務局 ４ ４ ０ ー ０

企画政策課 １２ １２ ０ ー ０

総務課 ２５ ２５ ０ ー ０

財政課 １０ １０ ０ ー ０

営繕課 ０ ０ ０ ー ０

税務課（※２） ２５ ２５ ０ ー ０

市民課（※３） ２７ ２７ ０ ー ０

生活環境課 １３ １４ ▲１ 取扱事務の廃止 ０

福祉介護課（※４） ７７ ７７ ０ ー ３

商工水産課（※５） １５ １４ １ 新規取扱事務による増 １

農林課 ６ ６ ０ ー ０

建設課 １３ １３ ０ ー ０

まちづくり課 １７ １６ １ 新規取扱事務による増 ０

公園緑地課 ５ ６ ▲１ 取扱事務の廃止 ４

上下水道課 １１ １１ ０ ー １

会計課 ２ ２ ０ ー ０

消防署 １４ １３ １ 新規取扱事務による増 ０

学務課 ２０ １９ １ 新規取扱事務による増 ０

生涯学習課（※６） ５９ ５２ ７ 新規取扱事務による増 ５

スポーツ課 ２０ １９ １ 新規取扱事務による増 ０

子ども課 １８ １６ ２ 新規取扱事務による増 ０

計 ３９３ ３８１ １２

※１ 前年との比較です　　　　　　※４ 地域包括支援センターを含みます
※２ 市税等徴収対策室を含みます　※５ 企業立地推進室を含みます
※３ 市民健康センターを含みます　※６ 図書館、博物館および子ども図書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館を含みます

※個人情報の開示請求、訂正請求および利用停止請求は
　ありませんでした。

問合せ先　情報公開総合窓口（内線２１６）

○制度の実施状況（平成 26 年度）
情報公開制度

請求件数
決定状況

開　示 部分開示 不開示 不存在

17 ６ ８ ０ ３

情報公開制度および個人情報保護制度の実施状況をお知らせします

■ �市では、市民の皆さんの市政に対する理解と信頼を深
め、開かれた市政を推進するための情報公開制度や、 
市が業務上保有し利用する市民の皆さんの個人情報の
取り扱いの基本的事項を定め、市民の皆さんの権利利
益を保護するための個人情報保護制度を設けています。

　 �このたび、平成 26 年度の実施状況をまとめました
ので、お知らせします。

マイナンバー制度がはじまります

★ 10 月以降、個人番号（マイナンバー）が記
　載された「通知カード」が送付されます
■ 「通知カード」は住所、氏名、性別、生年月日のほか、
　 社会保障や税の手続きで使用することになる「個人番
　 号（マイナンバー）」が記載された大切なカードですの
　 で、紛失しないよう大切に保管してください。

■ 「通知カード」は住民票の住所地に世帯単位で簡易書
　 留により送付されます。住民票の住所と異なるところ
　 に住んでいる方は、現在お住まいの市町村に住民票を
　 移してください。
　 ※ただし震災被災者やＤＶ被害者など、やむを得ない
　　 事情により住民票を移すことができない場合はお問
　　 い合わせください。

問合せ先　市民課（内線３１３）

★事業者の方もマイナンバーを取り扱います
■ 平成 28 年１月以降、事業者の方も社会保障や税の手
　 続きにおいてマイナンバーや法人番号を利用します。
　 [ 主な利用手続き ]
　◦源泉徴収票や報酬などに係る支払調書の提出
　◦健康保険や厚生年金、雇用保険などの資格取得届の提出
　※関係書類の様式も変更されますのでご注意ください。

■ 法人番号は 13 桁の数字で、10 月以降に法人などの本
　 店所在地に通知が届きます。
　 ※法人の支店や事業所、個人事業者の方には送付され
　　 ません。

■ マイナンバー利用にあたっての注意点
　◦マイナンバーは法令で定められた利用目的以外の利
　　用・提供はできません。
　◦本人からマイナンバーを取得する際は、「個人番号カ
　　ード」の確認など厳格な本人確認が必要です。また、
　　マイナンバーを含む個人情報の漏えい・紛失を防ぐ
　　ために、いま一度対策の見直しをお願いします。
問合せ先　全国共通ナビダイヤル　☎ 0570-20-0178

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　
　
　
受
給
者
の
方
へ

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
心
や

身
体
に
障
が
い
を
持
つ
20
歳
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
や

養
育
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
年
に
一
度
、
所
得
状
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
は
、
引
き
続
き
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
決
め
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

　

届
出
を
し
な
い
と
手
当
を
受
け

る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

８
月
11
日
㈫
～
９
月
10
日
㈭

▼
問
合
せ
先

　

福
祉
介
護
課
（
内
線
３
９
７
）

▼
申
請
・
問
合
せ
先 

　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
７
５
‐
８
０
１
１

滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111 くらしの情報

パ
パ
・
マ
マ
教
室
の

お
知
ら
せ

と
　
き　

８
月
22
日
㈯

　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

内
　
容　

パ
パ･

マ
マ
い
っ
し
ょ

　

に
子
育
て
（
講
義
）、
赤
ち
ゃ

　

ん
へ
の
接
し
方
・
沐
浴
の
し
か

　

た
（
実
技
）
な
ど

対
象
者　

平
成
27
年
10
月
～
12
月

　

に
出
産
予
定
日
の
パ
パ
と
マ
マ

　

に
な
ら
れ
る
方　

20
組
程
度

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ

　

ル
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　

８
月
17
日
㈪
ま
で
に
、

　
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
７
５
‐
８
０
１
１

■ また、個人情報保護制度では、
　 市の各所属が行う個人情報を
　 取り扱う事務やその内容を「個
　 人情報事務取扱登録簿」に登
　 録し、市民の皆さんが閲覧で
　 きるようにしています。

◀通知カード（案）


